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＜患者様連絡事項＞
・犹守　佑太様～家族が入院形態切り替えを了承していることを主治医へ伝えています。PSWにも連絡し必要書類の準備を依頼しています。
・若松　千代司様～腹部膨満感あり腹部レントゲン施行しています。午後主治医へ確認依

頼をしていく予定です。

・長谷川　陽一様～前回のレントゲンに異物が写りこんでいたため、再度胸部レントゲンを実施しています。今回は異物等見られていません。
＜馬渡Ｄｒ診察情報＞

・曽我　正子様～明日の外出に対する不安を主治医に問われると「何着ていこうかな」
と答える。以前のような、外に出るのが怖いという発言は聞かれず。
臨時薬は同内容で処方されました。
・山下　拓也様～診察室に入るとすぐ「お金のために働きたい」と話しています。働くことを考える前にまずは退院を考えることを主治医より説明を受け納得しています。臨時薬は同内容で処方となっています。
・工藤　綾子様～精神面では大きな変化なく経過。服薬の際にむせ込みあり、必要であれば日赤病院　呼吸器内科を受診するよう説明されている。鼻汁、微熱ありPL顆粒を強く希望しており7日分、その他臨時薬は同内容で処方となっている。
・佐々木　康子様～「自分のじゃない」と衣類の他者のベッドに持ってきておいてくるな
どの奇異な行動あり。診察時は「昔にもらった服を返そうと思って」
などと話している。注察感も変わらず。アリピプラゾール15mg→18mg
へ増薬となっている。
・阿部　文香様～退院調整を勧めるよう指示あり。臨時薬は同内容にて処方となっています。
＜馬渡Ｄｒ退院支援委員会＞

・佐々木　康子様～薬剤調整中。

・曽我　正子様～明日の外出時に退院先、入院形態の切り替え、北病棟移動について家族へ確認していく。

・阿部　文香様～看護スタッフ、PSWから施設などの説明を行っているが調整進まず。主治医と面談調整していく。

・工藤　綾子様～レベルが徐々に低下してきており急な状態悪化も考えられることを明日の外出時に家族へ説明をしてください。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想発言はなく作業にも問題なく参加できています。
　　　　　　　　　精神症状や日中の活動状況の観察をしていきましょう。

・松永　勘五郎様～プログラムは問題なく経過しています。治験薬貼付部位の発赤は持続していますが軟膏塗布は拒否しています。精神症状や皮膚状態の観察をしていきましょう。
・船田　泰子様～疼痛についての訴えはありません。女性患者様と物のやり取りや部屋の行き来をしているためトラブルにならないよう介入をしていきましょう。
・夏坂　浩美様～幻聴の訴えあるも頓服薬の希望はありません。作業にも最後まで参加することができています。

・工藤　綾子様～朝はヨーグルト、昼食は1/4摂取しています。疼痛は自制内で経過し頓服薬の使用はありません。昼食後薬を服用中に咳嗽みられ少量嘔吐あり、その後は嘔気嘔吐なく経過しています。身体症状、精神症状の観察を継続して行っていきましょう。
